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多くのクリニックがある中で、「どこのクリニックを選んだらよ
いかわからない」そんなお悩みないですか。
そんなときは一度、当院のクチコミをチェックしてみてください。
実際にご利用いただいている連携ケアマネージャーさまからのお
声を掲載しております。
医療機関を選ぶ際の参考にしていただければ幸いです。

Googleマップから 「在宅医療 ちくさ病院」で検索！

3月と言えば、皆さんは何を思い浮かべますか？卒業式という人
もいれば、ひな祭りだよねという人も、いやいやホワイトデーで悩
んでるという人もいらっしゃるかと思います。そんな冬と春の境目
である3月の、特徴的な風物詩をチェックしてみましょう。

◆桜の開花 2024年3月19日(火)予想
3月下旬が近づくと、西日本から徐々に桜の開花宣言が始まります。
早い地域では3月中旬頃から桜が咲くこともあるので、自宅近くの
情報を確認してみるといいでしょう。この時期になると新聞や
ニュースでも桜の開花予想が頻繁にピックアップされるようになり、
お花見の予定を立てる人が多くなります。3月18日に高知で開花が
スタートし、3月19日には岐阜・名古屋が続き、それ以降は東日
本・西日本の多くの地点で続々と開花し始める予想となっています。

◆ホワイトデー 2024年3月14日(木)
ホワイトデーは3倍返しと聞きますが、いつ頃からそうなのかって
知ってますか。1977年、博多銘菓の社長がお菓子作りのヒントを
探っていたところ「男性からバレンタインのお返しがないのは不公
平だ」という投稿を少女雑誌で見つけ、男性が女性にマシュマロ
(鶴乃子。マシュマロ生地で黄身餡を包んだ博多銘菓)を返す日を作
れないかと考えました。その後、1980年代のバブル期には「ホワ
イトデーは3倍返し」というフレーズが定着していたそうです。 当
時は今より人々の収入が高くそのため消費も活発でした。 プレゼン
トにも惜しみなくお金をかけられる当時の背景から「ホワイトデー
は3倍返し」のような文化が根付いたのかもしれませんね。

3月と言えば？

クチコミにも注目！

在宅医療 職能を発揮してチームで支援

医療法人 豊隆会 ちくさ病院
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先日、当院が訪問診療にお伺いしている方について、症例検討会を行い
ました。今回の症例検討会で、改めて在宅患者さんにとって最善の在宅療
養を実現するために、多職種間でどのように連携をしていくことが望まし
いのか、チームでの取り組みや今後の課題について議論させていただきま
した。
在宅医療ではそれぞれの職能を発揮しながら、チームとして取り組むこと
の重要性を再認識しました。今後も、多職種連携を強め、在宅医療の発展、
患者さんの笑顔を守っていくことに寄与していきたいと考えております。

「第２回 在宅医療症例検討会」の概要

＜検討症例＞
主訴：高血圧症/心不全/下血

家族構成：ひとり暮らし(KPは関東在住)
診療期間：2019年～現在

経緯：他病院にて通院治療を続けていたが、在宅医療を希望したこと
から「明日菜ケアプランセンター」がケアプラン作成と在宅
支援を受諾。「KAGARIBI訪問看護ステーション」による服
薬・体重管理などの訪問看護サービスを利用し「ちくさ病院」
が在宅医療機関として治療を行っている。

※詳細はちくさ病院の季刊誌「すいどうみち」春号に掲載されますので、
楽しみにお待ちください！

ケアマネジャーさま向け出張勉強会 絶賛開催中！

介護医療の連携強化を目的にして、居宅介護支援事業所を対象に、毎月
勉強会実施しております。医療に関するお金のことや在宅で診れる病気、
医師とのコミュニケーションのポイントなど様々なテーマで勉強会を実施
しております。
・「新人に向けて研修をして欲しい」
・「医療介護連携をテーマにグループワークをしたい」
・「多職種を集めて症例検討会をしたい」

などなど、実施してほしい内容があれば、お気軽に担当相談員までお気軽
にご相談ください。もちろん費用は頂きませんのでご安心ください。

医療、介護、障害福祉6年に一度のトリプル改定
2024年4月に行われる診療報酬改定は、6年に一度の医療・介護・障害

福祉サービスのトリプル改定となります。厚生労働省は2025年を目処に
「地域包括ケアシステム」の構築を目指しています。地域包括ケアシステ
ムの実現と推進のために求められるのが医療・介護・福祉の連携です。
トリプル改定が医療・介護・福祉の連携に対する評価をどの程度反映させ
たものになるかは、多くの関係者が注目しているといえるでしょう。
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